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ここは、東の果ての国ランマ。
しばし主人公はネスから、この国の王子プーへ-
ふああ、よく寝た!俺はプー。このランマの国の王子で、今はりっぱな王となるべく修
行中の身だ。今日もさっそく修行に励むため、俺は服を着替えると、師であるイースーチー
老師が待つ公室へと向かった。老師は俺の子ども時代からの先生で、世の中のことは何でも
知っているんじゃないかと思うほど博識だ。
「王子、今までよくまじめに修行されてきました。いよいよ、最後の試練『無の修行』に挑
むときが来ました」老師はいつになく厳しい顔で言った。
「厳しい修行ですが、一刻も早く"無の場所"へ赴き、見事試練を乗り越えて下され!」
俺はイースーチーに見送られ、村はずれにある修行の場へと向かった。その途中…。
「これはプー王子、修行ご苦労さまです。ぜひワシの家に寄ってからおでかけください」
「プー王子!近頃遊んでくれなくて、あたしさみしい!少し家に寄ってって下さいナ!」
村のじいさまと娘さんが同時に声をかけてきた。……1軒ぐらいなら寄ってもいいかな。
●じいさまの家へ寄る135へ●娘の家へ寄る
21ヘ

